
  

 

Q：「人事労務 freee」と連携するにはどうすればよいですか？ 

 

A：アクセストークンの発行や連携設定が必要です。以下に従い、連携を行なってください。 

 

 

前提条件 

 

KING OF TIME の「月別データの表示設定」は「締め日設定が 15 日以前/以後で表示範囲を決定（デフ

ォルト）」に設定されていないと、インポート処理が行えないのでご注意ください。 

 

「月の表示期間」の変更方法 

 設定 ＞ その他 ＞ ［オプション］ ＞ 表示設定 ＞ 「月の表示範囲」  

 「締め日設定が 15 日以前/以後で表示範囲を決定（デフォルト）」を選択し、 

 ［登録］ボタンをクリックします。 

 ※オプションの設定を変更した後は、再ログインしてください。 

 

 

利用条件 

 

ご利用前に、まずは利用条件をお確かめください。 

 

基本設定 

・従業員コード（freee：従業員番号）が一致していること  

 

 

 

連携手順 

 

連携手順を解説します。 

 

 1. 事前設定 

 freee との連携を希望する場合は、連携お申し込みフォーム よりお申し込みください。 

 必要な内部設定を行います。 

 

https://developer.kingtime.jp/apply_api_2.html


  

 

 2. 「アクセストークン」の確認 

 KING OF TIME サポートセンターより、メールにて「アクセストークン」が送付されますので 

 確認してください。 

 

 3. freee での連携設定 

 freee にログインし、メニュー ＞［設定］ ＞ ［連携設定］を開きます。 

 連携設定 ＞ KING OF TIME に 

 コピーした「アクセストークン」を貼り付けて［連携］をクリックします。 

 

 

 4. 勤怠データを自動連携する 

  1.  freee 画面上部 ［勤怠］ ＞ 「勤怠データの取込・出力：勤怠データの取込（インポート）」を 

    クリックします。 

 

  



  

 

  2.  連携サービス一覧の［KING OF TIME］のタブをクリックします。 

 

  3.  ［KING OF TIME の勤怠データを表示］をクリックすると、データを読み込みます。 

    ※KING OF TIME 側で作成している「カスタムデータ項目」を連携したい場合、 

     設定が必要となります。 

     本コンテンツ内の 「カスタムデータ項目の連携方法」 をご参照ください。 

 

 

  4. 連携できた勤怠が表示されます。 

    ［この勤怠データをインポート］をクリックします。 



  

 

 

  

  5. インポートが完了すると「勤怠一覧」の画面に変わります。 

 

  

ポイント 

この作業は WebAPI の制限時間帯には行なえません。 

 ※制限時間帯 8:30～10:00 / 17:30~18:30 

  

 

 

 

 

  



  

 

連携項目 

本システムと freee の各項目は、以下のように対応し、連携いたします。 

 

従業員データ連携 

N0. KING OF TIME freee 

1 従業員コード 従業員番号 

 

従業員データ 

 

 「従業員コード」以外の従業員データは、連携項目ではございませんが 

 KING OF TIME の従業員データを CSV ファイルにて freee へ取り込み可能です。 

 

 freee ホーム ＞ ［従業員］ ＞ ［一括登録・出力］をクリックします。 

「従業員の一括新規登録（インポート）」をクリックします。 

 

 CSV ファイルを作成し、［アップロード］します。 

 

 

勤怠データ連携項目 

No. KING OF TIME freee 

1 平日出勤日数+休日出勤日数 労働日数 

2 労働合計時間 総勤務 

3 所定時間 所定内労働 

4 所定外時間 法定内残業 

5 

残業時間+深夜残業時間+法定外休日所定時間 

+法定外休日所定外時間+法定外休日残業時間 

+法定外休日深夜所定時間+法定外休日深夜所定外時間 

+法定外休日深夜残業時間※5 

時間外労働 



  

 

6 

法定休日所定時間+法定休日所定外時間+法定休日残業時間 

+法定休日深夜所定時間+法定休日深夜所定外時間 

+法定休日深夜残業時間 ※6 

休日労働 

7 
深夜所定時間+深夜所定外時間+深夜残業時間 

+休日深夜所定時間+休日深夜所定外時間+休日深夜残業時間 ※7 

深夜労働 

8 遅刻早退時間 早退遅刻 

9 欠勤日数 欠勤日数 

※5 「法定外休日所定外時間」「法定外休日残業時間」がないときは「法定外休日所定時間」となりま

す。「法定外休日深夜所定時間」「法定外休日深夜所定外時間」「法定外休日深夜残業時間」がないときは

「法定外休日深夜時間」となります。 

 

※6 「法定休日所定外時間」「法定休日残業時間」がないときは「法定休日所定時間」となります。 

    「法定休日深夜所定時間」「法定休日深夜所定外時間」 

   「法定休日深夜残業時間」がないときは「法定休日深夜時間」となります。 

 

※7 「深夜所定時間」「深夜所定外時間」がないときは「深夜労働時間」となります。 

    「休日深夜所定時間」「休日深夜所定外時間」「休日深夜残業時間」がない方は 

    「休日深夜時間」となります。 

 

※ freee 側の項目は、画面によって名称が異なる場合がございます。 

 

休暇取得日数 

 

 休暇の取得日数は「欠勤取得日数」のみインポートが可能です。 

 「有休取得日数」を freee に入れたい場合は、CSV データでのインポートか freee に直接入力が必要

です。 

 

 

 

  



  

 

「カスタムデータ項目」の連携方法 

 

KING OF TIME 側で作成した「カスタムデータ項目」を、freee にインポートすることができます。 

「カスタムデータ項目」を、freee のどの項目にインポートするのか、設定が必要です。 

 

 

1.  freee 画面上部 ［勤怠］ ＞ 「勤怠データの取込・出力：勤怠データの取込（インポート）」を 

  クリックします。 

 

2.  連携サービス一覧の［KING OF TIME］のタブをクリックします。 

 

3. ［KING OF TIME との連携設定を表示］をクリックします。 

 



  

 

 

4. 左側に freee の項目、右側に KING OF TIME の項目が表示されます。 

  KING OF TIME の項目は何をインポートするのか、選択できます。 

  こちらで、インポートしたい「カスタムデータ項目」をご選択ください。 

 

  設定が完了しましたら、左下の［インポート対象項目の設定を保存する］をクリックします。 

  設定が保存され、次回以降は設定が不要になります。 

 

  その後の作業は、「連携手順 」 ＞ 「4.勤怠データを自動連携する - 3.」と同じです。 

 

※「時間帯区分」で集計した時間は、インポートできませんのでご注意ください。 

 

 

 



  

 

注意点 

 

 1.  KING OF TIME と freee で異なる締め日を登録すると エラーとなります。 

 

  例） KING OF TIME 月末締め 

       freee 15 日締め 

  

 

 

 2.  freee にて「裁量労働制」で登録をした従業員は、勤怠インポートができません。 

  

 

 

 3. 「割増残業時間」と「割増深夜残業時間」は正しくインポートができません。 

   固定残業代を支払われている場合も、 

   KING OF TIME 側では割増残業の設定は行わないでください。 

   ※ freee にて固定残業代の設定が行えるので、 

    残業時間を全てインポートしても給与計算は正しく行われます。 

 

 4. 「時間帯区分」はインポートできません。 

 

 

FAQ コンテンツに詳細を記載しております。以下タイトルでご検索ください。 

【 「人事労務 freee」と連携するにはどうすればよいですか？】 


